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(1)　第1888号　2022年10月５日

日時 2022年10月21日（金）
 18：30～
場所 水戸市　自治労会館
内容 人事院・県人事委員会の勧告について
 2022自治体確定闘争の推進について

第1回拡大闘争委員会

　
大
会
に
は
、
　
単
組
か
ら

35

代
議
員
１
７
０
人
が
参
加
す

る
中
、
勝
田
康
大（
県
職
連

合
）・
横
田
和
浩（
ひ
た
ち
な

か
市
職
）代
議
員
を
議
長
団

に
選
出
し
た
あ
と
、
執
行
部

を
代
表
し
て
千
歳
委
員
長
が

あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

来
賓
に
は
、
自
治
労
本
部
の

藤
森
久
次
副
執
行
委
員
長
、

連
合
茨
城
の
内
山
会
長
が
駆

け
つ
け
、
激
励
と
連
帯
の
あ

い
さ
つ
を
受
け
ま
し
た
。

　
執
行
部
か
ら
一
般
経
過
報

告
、
決
算
報
告
、
政
治
活
動

報
告
の
あ
と
、
第
１
号
か
ら

第
５
号
議
案
ま
で
を
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
の
た
め
短
縮
し
て

報
告
・
提
案
し
ま
し
た
。
当

面
す
る
闘
争
方
針
と
し
て
、

自
治
体
労
働
者
の
生
活
を
守

る
賃
金
水
準
の
確
保
に
む
け

た
確
定
闘
争
の
取
り
組
み
、

現
業
・
公
企
統
一
闘
争
、
組

織
強
化
・
拡
大
を
提
案
。
ま

た
政
治
活
動
の
推
進
で
は
、

　
月
予
定
の
県
議
会
議
員
選

12挙
や
来
春
の
統
一
地
方
選
挙

等
へ
の
候
補
者
擁
立
と
推
薦

決
定
な
ど
政
策
実
現
の
た
め

　
県
本
部
は
９
月
　
日
、
ひ
た
ち
な
か
市
の
那
珂
湊
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
第

28

１
２
２
回
定
期
大
会
を
開
き
、
２
０
２
３
年
度
運
動
方
針
、
当
面
の
闘
争
方

針
、
組
織
強
化
・
拡
大
の
た
め
の
推
進
計
画
な
ど
を
決
定
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
当
面
す
る
２
０
２
２
現
業
・
公
企
統
一
闘
争
と
２
０
２
２
確
定
闘
争
の
勝

利
に
む
け
、
組
織
強
化
と
あ
わ
せ
て
県
本
部
・
ブ
ロ
ッ
ク
・
単
組
・
組
合
員
が

一
丸
と
な
り
全
力
で
取
り
組
む
決
意
を
固
め
ま
し
た
。

■賃金確定闘争と現業・公企統一闘争
　本年人事院勧告は、月例給と一時金0.1月引き上げ改定と
なった。月例給改定が若年層にとどまったことは物価高、コ
ロナ禍で懸命に努力する公共サービス職場の全体の現状か
らすると不満が残る。確定期の改善要求として、初任給の改
善・国公４号上位、昇給加算や昇格改善による給与水準の改
善、不妊治療休暇や家族看護休暇の創設、定年延長に係る運
用を求める。「要求無くして改善無し」を意識し、国水準を上
回る制度確立にむけ各単組は要求を当局に提出し、交渉・協
議を行い、１つでも要求の前進が図れるような取り組みを追
求してほしい。
　公務における働き方改革では、時間外労働不払いの解消、
時間外労働縮減と人員確保、週休日振替の適正化を推進す
る。職場点検を基に「真の働き方改革」の実現を図る。
　賃金確定闘争前段には、現業・公企統一闘争という重要な
闘いがある。市民・県民に対する公共サービスの確保と職場
を守る闘いとして、県本部・単組一体となって取り組みを進
める。
■組織の強化・拡大
　「組合員が一人では解決できない課題を要求に掲げ、粘り
強く交渉・協議を行い、要求前進を図る」この基本的活動を
丁寧に日常的に組合員とともに進めることからしか組織の
強化・拡大は図れない。
　常陸太田市の下水道事業に係る職員給与減額は、５月末事
前提案、７月正式提案以降、市職・現業評議会・水道労組と
ともに、県本部・ブロック代表を加えた闘争委員会を設置し
一丸となり進めてきた。市長交渉を含む５回の交渉、２回の
全体集会や中央委員会の開催、市職ニュース発行など、役員
の粘り強い努力と組合員が結集した。減額期間短縮、減額率
一部譲歩、新規採用職員対象除外とするなど一定の譲歩が図
られ労使合意に至った。12月議会へ継続審議となったが、
労使合意を踏まえ一時金・勤勉手当0.06月減額分回復と人事
院勧告完全実施などを掲げ、引き続き取り組む意思統一を
行ってきている。
　この問題から、議論の積み上げと粘り強い結集により交
渉・協議を進めた結果、組合員の労働条件を確保するという
労働組合の存在意義が実感された。すべての単組において
この取り組みに学び、一人でも多くの仲間を団結の輪に迎い
入れ、団結の力で一つでも要求前進を図っていこう。
■政治活動の推進
　７月に行われた第26回参議院選挙は、協力政党立憲民主
党の議席減、与党と日本維新の会議席増により憲法改正や軍
備増強・核共有を声高に主張する勢力が２/３を超え、平和が
脅かされる状況となっている。比例区・自治労組織内「鬼木
まこと」は、組合員の皆さまのご協力により当選を果たすこ
とができたものの県内得票は千票余りにとどまった。今後、
11月ひたちなか市長選挙・稲敷市議会議員選挙、12月県議会
議員・笠間市議会議員選挙、来年４月には統一自治体議員選
挙が行われる。県本部組織内候補をはじめ推薦候補全員の
必勝を期していかなければならない。
　労働組合として声を出さなければ現状は変えられない。
私たちの生活・職場と政治は、決して無関係ではない。働く
者が安心して暮らせる平和な社会の実現のため、政治・社会
への関心、政治意識を高めていくことを、日常の組合活動、
組織の強化の視点と合わせ、今まで以上に単組と連携して進
めていきたい。
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組
織
・
交
渉
力
を
強
化

賃
金
確
定
要
求
に
全
力

の
取
り
組
み
を
提
案
し
ま
し

た
。
　
質
疑
討
論
は
、
取
り
組
み

の
報
告
や
職
場
実
態
な
ど
、

現
業
評
議
会
、
社
会
福
祉
評

議
会
、
青
年
部
、
女
性
部
、

国
保
労
組
と
ほ
か
７
単
組
か

ら
あ
わ
せ
て
　
本
の
補
強
、

13

具
体
化
す
る
発
言
が
あ
り
、

執
行
部
か
ら
答
弁
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
経
過
報
告
と
各
議
案
は
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
、
最
後

に
ス
ロ
ー
ガ
ン
、
決
議
文
、

大
会
宣
言
採
択
と
千
歳
委
員

長
に
よ
る
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

を
行
い
大
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

約
締
結
権
を
生
か
し
た
要

求
・
交
渉
と
現
業
・
公
企
統

一
闘
争
の
取
り
組
み
と
総
決

起
集
会
へ
の
参
加

金
澤
代
議
員
（
北
茨
城
）

当
局
と
の
粘
り
強
い
協
議
継

続
に
よ
る
要
求
実
現
に
む
け

た
取
り
組
み

畠
山
代
議
員
（
国
保
労
組
）

審
査
支
払
機
能
の
あ
り
方
に

伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
の

課
題
と
組
合
員
の
労
働
条
件

確
保
に
む
け
て

川
上
代
議
員（
ひ
た
ち
な
か
）

組
織
統
合
以
降
の
臨
時
・
定

期
大
会
開
催
と
役
員
改
選
、

組
合
員
の
信
頼
回
復
に
む
け

た
取
り
組
み

小
松
代
議
員
（
日
立
）

青
年
部
の
年
休
取
得
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
と
県
本

部
と
合
同
企
画
す
る
ユ
ニ
オ

ン
セ
ミ
ナ
ー
、
対
面
に
よ
る

中
央
交
流
集
会
参
加
な
ど
学

習
と
交
流

今
橋
代
議
員
（
日
立
）

社
会
福
祉
評
議
会
の
２
年
ぶ

り
保
育
集
会
開
催
と
医
療
・

社
会
福
祉
職
場
の
処
遇
改
善

に
む
け
た
取
り
組
み

鈴
木
代
議
員
（
行
方
）

女
性
部
中
央
労
働
講
座
で
の

山
川
菊
栄
の
読
み
合
わ
せ
学

習
か
ら
の
女
性
権
利
確
立
、

年
次
休
暇
・
生
理
休
暇
取
得

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
・
実
態

把
握

星
代
議
員
（
水
戸
）

組
織
内
議
員
飯
田
正
美
水
戸

市
議
の
後
任
の
萩
谷
慎
一
さ

ん
へ
の
支
援
協
力
依
頼

圓
城
寺
代
議
員
（
龍
ケ
崎
）

常
陸
太
田
市
職
の
給
与
減
額

提
案
へ
の
補
強
意
見

木
内
代
議
員
（
那
珂
）

基
本
組
織
と
青
年
女
性
部
が

連
携
し
た
年
休
取
得
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
取
り
組
み
、
賃
金

改
善
と
振
替
休
日
な
ど
確
定

闘
争
方
針
、
予
算
執
行
内
容

に
つ
い
て

古
渡
代
議
員
（
行
方
）

定
年
前
退
職
を
含
め
た
人
員

確
保
の
取
り
組
み
と
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
普
及
へ
の
対

応

新
妻
代
議
員
（
常
陸
太
田
）

公
共
下
水
道
整
備
事
業
に
係

る
給
与
削
減
提
案
に
対
す
る

闘
争
委
員
会
の
取
り
組
み
経

過
と
報
告

杉
本
代
議
員
（
取
手
）

現
業
職
場
に
お
け
る
労
働
協

質
　疑
　内
　容

当面する課題にむけ取り組む決意を示し団結ガンバロー三唱

第122回定期大会議案内容
2023年度運動方針
当面の闘争方針
2023年度一般会計及び特別会計予算
第５次組織強化・拡大のための推進計画
規程の一部改正について

千
歳
委
員
長
あ
い
さ
つ大会であいさつする千歳委員長
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交
渉
サ
イ
ク
ル
確
立
し
よ
う

最
重
要
課
題
は
人
員
確
保

運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
８
月
　
日
か
ら
９
月
　
日

24

27

ま
で
を
オ
ル
グ
期
間
と
定

め
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
対
面

に
よ
る
オ
ル
グ
実
施
と
は
な

ら
な
か
っ
た
も
の
の
書
面
等

に
よ
り
各
単
組
の
職
場
実
態

や
闘
争
状
況
の
確
認
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
現
業
・
公
営
企
業
職
場
の

最
大
の
課
題
は
人
員
確
保
で

す
。
県
内
の
自
治
体
で
は
、

現
業
・
公
営
企
業
職
員
の
採

用
抑
制
が
続
き
、
知
識
・
技

能
の
継
承
や
災
害
時
の
初
期

対
応
の
遅
れ
な
ど
も
懸
念
さ

れ
、
質
の
高
い
公
共
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
は
困
難
な
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
若
干
名

で
は
あ
る
も
の
の
現
業
職
員

が
募
集
さ
れ
る
高
萩
市
の
よ

う
な
好
事
例
も
み
ら
れ
ま

す
。
こ
の
事
例
と
と
も
に
賃

金
水
準
改
善
、
直
営
堅
持
、

定
年
引
き
上
げ
制
度
な
ど
の

課
題
や
取
り
組
み
を
全
単
組

で
共
有
し
た
う
え
で
、
要

求
・
交
渉
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
　
月
　
日
に
は
、
統
一
闘

10

22

争
勝
利
の
た
め
に
県
本
部
現

業
・
公
企
統
一
闘
争
総
決
起

集
会
を
開
き
ま
す
。
闘
争
状

況
報
告
と
定
年
引
き
上
げ
に

関
す
る
講
演
、
職
場
別
分
散

９月28日の闘争委員会でオルグ結果を報告する花島副委員長
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悦
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詠

導
入
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
２
０
２
１
人
事
院
勧
告
に

お
い
て
「
妊
娠
・
出
産
・
育

児
等
と
仕
事
の
両
立
支
援
の

た
め
の
休
暇
・
休
業
等
に
関

す
る
措
置
」
の
一
つ
と
し
て

国
家
公
務
員
の
不
妊
治
療
の

た
め
の
休
暇（
有
給
）を
新
設

す
る
よ
う
申
出
が
さ
れ
、
２

０
２
２
年
１
月
か
ら
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
長
期
的
な
少
子
化
に
対
処

す
る
た
め
の
対
策
と
し
て

「
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
」が

２
０
２
２
年
５
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
、
こ
の
中
で
不
妊
治

療
と
仕
事
の
両
立
の
た
め
の

支
援
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
不
妊
治
療
を
受
け
や
す

い
職
場
環
境
整
備
に
む
け
民

間
企
業
へ
も
取
り
組
み
の
促

進
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
２
０
２
２
年
４
月
か
ら

不
妊
治
療
の
保
険
適
用
が
拡

充
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
社

会
一
般
の
情
勢
適
応
の
原
則

に
沿
っ
た
措
置
で
す
。

　
県
本
部
で
行
っ
た
２
０
２

２
年
春
闘
取
り
組
み
報
告
に

よ
る
と
、
不
妊
治
療
休
暇
は

県
内
　
単
組
で
導
入
さ
れ
、

10

多
く
は
国
家
公
務
員
と
同
様

に
「
年
５
日
、
頻
繁
な
通
院

を
要
す
る
場
合
は
年
　
日
」

10

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
県
職
連
合
で
は
、
２
０
２

１
年
勧
告
の
以
前
か
ら
交
渉

を
行
っ
て
き
た
経
過
も
あ

り
、
国
を
上
回
る「
無
条
件

で
年
　
日
」を
勝
ち
取
り
ま

10

し
た
。
ま
た
、
無
給
で
は
あ

り
ま
す
が
長
期
の
不
妊
治
療

休
暇
と
し
て
通
算
１
年
取
得

で
き
る
制
度
も
県
職
連
合
、

鹿
嶋
市
職
、
常
陸
太
田
市
職

で
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
自
治
労
は
、
国
で
措
置
さ

れ
た
内
容
を
踏
ま
え
原
則
１

年
に
つ
き
　
日
の
特
別
休
暇

10

の
付
与
、
さ
ら
に
不
足
す
る

場
合
に
は
病
気
休
暇
の
対
応

を
求
め
、
す
で
に
制
度
化
さ

れ
て
い
る
自
治
体
は
さ
ら
な

る
拡
充
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
ほ
か
　
月
　
日
を
統

10

14

一
闘
争
基
準
日
、
　
月
を
協

11

約
締
結
強
化
ゾ
ー
ン
に
設
定

し
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

労
働
協
約
締
結
権
は
、
現

業
・
公
企
職
場
に
認
め
ら
れ

た
強
力
な
権
利
で
す
。
要

求
・
交
渉
・
協
約
化
の
交
渉

サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
職
場

課
題
の
前
進
を
図
り
ま
し
ょ

う
。

現業・公企
統一闘争

を
闘
争
委
員
長
と
し
て
県
本

部
と
現
業
・
公
営
企
業
評
議

会
に
よ
る
体
制
を
確
立
し
、

す
べ
て
の
単
組
・
組
合
員
が

結
集
す
る
統
一
闘
争
と
し
て

　
現
在
、
２
０
２
２
現
業
・

公
企
統
一
闘
争
の
真
っ
た
だ

中
で
す
。
県
本
部
で
は
現

業
・
公
企
闘
争
委
員
会
を
８

月
に
設
置
し
、
千
歳
委
員
長

と
、
全
国
の
弁
護
団
に
寄
せ

ら
れ
た
相
談
件
数
は
１
９
８

７
～
２
０
２
１
年
で
２
万
８

２
３
６
件
、
被
害
額
は
約
１

１
８
１
億
円
。

　
こ
れ
に
消
費
者
セ
ン
タ
ー

が
　
年
ま
で
に
集
計
し
た
も

18
の
を
合
わ
せ
る
と
、
相
談
件

数
は
３
万
４
５
３
７
件
、
被

害
総
額
は
１
２
３
７
億
円
に

れ
て
い
な
い
」「
悪
い
霊
が
つ

い
て
い
る
」と
言
っ
て
不
安

を
あ
お
り
、
法
外
な
値
段
で

つ
ぼ
や
印
鑑
、
置
物
な
ど
を

売
り
つ
け
社
会
問
題
化
。
全

国
で
裁
判
に
も
な
っ
た
。

Ｑ
　
ど
の
く
ら
い
の
被
害
が

出
て
い
る
の
？

Ａ
　
全
国
霊
感
商
法
対
策
弁

護
士
連
絡
会
の
資
料
に
よ
る

Ｑ
　
世
界
平
和
統
一
家
庭
連

合（
旧
統
一
教
会
）の
「
霊
感

商
法
」
や
高
額
な
献
金
な
ど

が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い

る
ね
。

Ａ
　
１
９
８
０
年
代
半
ば
か

ら
霊
感
商
法
と
い
う
こ
と
ば

が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
旧
統
一
教
会
の
信

者
た
ち
が「
先
祖
が
供
養
さ

実
態
解
明
し
被
害
根
絶
を

？？Q&AQ&A
焦点焦点

上
る
と
さ
れ
る
。

Ｑ
　
そ
ん
な
大
き
な
被
害
に
。

Ａ
　
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん

で
き
た
紀
藤
正
樹
弁
護
士
は

国
会
議
員
な
ど
の
会
合
で
、

「
１
２
３
７
億
円
は
被
害
の

一
部
」
と
述
べ
て
い
る
。
一

般
的
に
消
費
者
相
談
窓
口
が

十
分
に
機
能
し
て
い
れ
ば
、

こ
う
し
た
被
害
の
　
分
の
１

10

ぐ
ら
い
が
統
計
に
表
れ
る
と

指
摘
。
仮
に
　
分
の
１
と
し

10

て
も
１
兆
円
、
　
万
人
を
超

34

え
る
被
害
が
あ
る
と
語
る
。

Ｑ
　
旧
統
一
教
会
は
、
　
年
09

に
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

（
法
令
順
守
）を
徹
底
し
た
」

と
い
う
よ
。

Ａ
　
同
弁
護
団
に
よ
る
と
、

　
年
以
降
も
被
害
は
続
き
、

09相
談
が
あ
っ
た
だ
け
で
も
献

金
の
強
要
な
ど
で
　
件
以

60

上
、
約
７
億
９
千
万
円
に
上

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
被
害
の
根
絶
や
被
害
者
の

救
済
は
も
ち
ろ
ん
、
亡
く

な
っ
た
安
倍
晋
三
元
首
相
や

政
治
家
と
の
関
係
を
解
明

し
、
法
規
制
の
是
非
な
ど
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

よ
。

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

治
療
と
仕
事
の
両
立
が
で
き

ず
離
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
職

員
も
多
く
い
る
こ
と
か
ら
、

情
勢
適
応
の
原
則
や
国
家
公

務
員
と
の
均
衡
を
図
る
こ
と

か
ら
も
、
制
度
が
導
入
さ
れ

て
い
な
い
単
組
は
、
早
急
に

求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
管
理
職
も
含
め
た
職
場
全

体
へ
の
休
暇
制
度
の
周
知
と

と
も
に
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
観

点
か
ら「
出
生
サ
ポ
ー
ト
休

暇
」な
ど
に
名
称
を
変
え
る

配
慮
を
行
う
な
ど
、
休
暇
を

取
得
し
や
す
い
、
治
療
を
受

け
や
す
い
職
場
環
境
を
整
備

し
て
い
く
こ
が
必
要
で
す
。

不
妊
治
療
の
た
め
の
休
暇


